
セブン銀行のパーパスは、設立20年という節目に、経営層と社員が対話を重ねる中で生まれました。

その中で改めて見出したのが、創業以来大切にしてきた「お客さまの立場に立ち、挑戦を続ける」という価値観です。

それこそが、私たちの原点であり、存在意義です。

大きく変化する時代の中で、私たちはこれからもお客さまの日常に寄り添い、

想いや常識を超えて、「日常の未来」を生みだし続けます。

セブン銀行グループは、このパーパスとともに、これからも挑戦を続けてまいります。

お客さまの「あったらいいな」を超えて、
日常の未来を生みだし続ける。

セブン銀行グループの理念体系

PURPOSE
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1. お客さまのニーズに的確に応え、信頼される銀行を目指します。

2.  社員一人一人が、技術革新の成果をスピーディーに取り入れ、 
自己変革に取組んでいきます。

3.  安全かつ効率的な決済インフラの提供を通じて、 
我が国の金融システムの安定と発展に貢献します。

1. 私たちは、お客さまに信頼される誠実な企業でありたい。

2. 私たちは、株主、お取引先、地域社会に信頼される誠実な企業でありたい。

3. 私たちは、社員に信頼される誠実な企業でありたい。

（項目のみ抜粋）
● 公共的使命と社会的責任
● お客さま第一主義の実践
● 誠実・公正な行動
● 持続可能な社会実現への貢献
● 人権の尊重
● 多様性の尊重と働きがいの向上
● 反社会的勢力との関係遮断、テロ等の脅威への対応

経営理念

社是

行動憲章

行動憲章
コンプライアンス遵守基準

社是

経営理念

パーパス

企業体とそこに属する社員としての基本方針
社員一人ひとりの行動指針・あるべき姿

企業経営の根幹となる創業からの普遍的な理念

企業としての在り方

銀行としての公共的使命と社会的責任

銀行としての在り方

存在意義であり、目指すべき姿であり、
価値創造の軸となるもの

セブン銀行としての在り方
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2001

● 株式会社アイワイバンク銀行 設立

2001年

第3世代ATM 第4世代ATM

4月

2005年

● 第2世代ATM導入開始

2010年

● 株式会社セブン銀行へ商号変更
株式会社アイワイバンク銀行から株式会社セブン
銀行へと商号変更。

日本初のセカンドディスプレイを搭載し、処理速度
4倍、容量2倍の高速大容量化を実現。国際基準の
セキュリティに対応し、非接触型ICカードや携帯、
生体認証などさらなる拡張性を確保。

低コスト・高セキュリ
ティATMオペレーショ
ンのノウハウを活かす
「ATM運営管理一括受
託」をスタート。 紙幣処理や取引再開

に要する時間を短縮。
紙幣の収納容量を増
やし、現金補充コスト
も抑制。徹底した省エ
ネ設計で地球温暖化
防止や廃棄物削減に
も配慮。

イトーヨーカドーグループ（当時）の出資により、
これまでにないまったく新しいタイプの銀行と
してアイワイバンク銀行が誕生。原則24時間365日、
いつでも、どこでも、誰でも安心して利用できる
安全かつ効率的な決済インフラを構築。

2005

● ATM台数が10,000台を突破
4月

2007

● ATM運用管理一括受託開始
6月

2010

● 個人向けローンサービスを開始
1月

2019年

2019

● フィリピングループ会社
  Pito AxM Platform設立
● セキュリティサービスを行う
  合弁会社ACSiON設立

4月

2020

● スマートフォンアプリ
  「Myセブン銀行」の提供開始

4月

2012

● 米国ATM運営会社（現FCTI, Inc.）を
  グループ会社化

10月

2017

● 「スマホATM」の提供開始
3月

2018

● セブン・ペイメントサービス設立
1月

● 事務受託会社
　バンク・ビジネスファクトリー設立
● ATM台数が20,000台を突破

7月

2014

● インドネシア合弁会社
  PT. ABADI TAMBAH MULIA
  INTERNASIONAL設立

6月

● 第3世代ATM
　導入開始

11月7月

10月

2004

● 提携金融機関拡充・ATM設置拡大により
  初の単年度黒字化（2004年3月期）

3月

● アイワイバンク銀行が営業開始
● 第1世代ATMのサービス開始
● 銀行口座サービス開始

5月

2012年 2021年

2021

● セブン銀行パーパス策定
4月

2024年

2024

2025

● 第4世代ATMへの全面入替が完了
3月

2026

● DX銘柄2026に初選定
4月

● マレーシアグループ会社
  （現・Reachful Malaysia）設立

5月

● 伊藤忠商事との資本業務提携を発表
9月

6月1日、全国のファミリーマート店舗（エリアフラン
チャイジーを除く）において、独自デザインのATMの
設置とATMサービスの提供を開始。

● ファミリーマート店舗へATM1号機を設置
6月

● 第4世代ATM導入開始
9月

顔認証機能、本人確認書類の読み取り、QRコード
決済※、Bluetooth機能によるスマートフォンへの
情報発信機能を搭載。AIによる現金需要予測、IoT
による部品故障の感知・予測により、止まらない
ATMを実現した。

第1世代ATM 第2世代ATM

視覚障がいのあるお客
さま向けに、ATM備付
けのインターホンから
の音声ガイダンスによ
るATM取引サービスを
開始。

2008

● ジャスダック証券取引所（当時）に上場
2月

● 音声ガイダンスサービス開始

● 流通系初の電子マネー
  「nanaco（ナナコ）」のチャージ開始

9月

11月

● 全国47都道府県へのATM展開が完了
12月

「誰一人取り残されない」デジタル社会の実現に向
け、機能拡充のみならず安全性や操作性に配慮し、
ユーザー視点のデザインを総合的に実現している
点が高く評価された。

2022

● 東京証券取引所プライム市場へ移行
4月

2023

● セブン・カードサービスをグループ会社化
7月

● 「＋Connect」サービスの提供開始
9月

● 第4世代ATMが2022年度グッドデザイン賞受賞
10月

2011

● ATMでの海外送金サービスを開始
● 東日本大震災
  義援金募金を
  実施

3月

● 東京証券取引所
  市場第一部
  （当時）に上場

12月

※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。

設立から25年。セブン銀行の歩み

SEVEN BANK HISTORY
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06

データ持続的成長を支える経営基盤セブン銀行グループの価値創造 持続的な成長戦略セブン銀行の全体像と目指す姿



長期ビジョン ̶ 2050年の世界
セブン銀行グループは、パーパスの実現を目指し、時代がどう変わろうと、常にお客さまに向き合い、ユニークな発想と最先端の技術で自らを進化させてきました。現在、ATMネット
ワークを通じて、金融機関、事業法人、行政機関のバックエンドを支える基盤を拡張し、あらゆるサービスの裏側を支えるプラットフォーマーとしての役割を担っています。これま

での25年間で築き上げてきた物理的ネットワークと690先を超える提携先がつながるプラットフォームは、これからも当社の競争優位の源泉であり続けると考えています。
これからの25年も、この競争優位を活かし、多様なステークホルダーの皆さまとともに、社会の発展に貢献する「共生のプラットフォーマー」として、さらなる社会課題の解決と
新たな価値創造を目指していきます。

当
社
グ
ル
ー
プ
の
提
供
価
値

パーパス お客さまの「あったらいいな」を超えて、日常の未来を生みだし続ける。

PAST CURRENT NEXT FUTURE

全国に安心・安全な現金インフラを展開

あらゆる手続き・認証のゲートウェイ機能を拡充

多様なパートナーがつながる共通基盤の強化

リアルとデジタルをつなぐ
共生のプラットフォームを実現安心・安全

全国の決済インフラ

簡単・便利な
サービスプラットフォーム

生活に寄り添う
共生プラットフォーム

リアルとデジタルの
コネクター

変わらない競争優位

全国規模のリアル拠点網と
あらゆる窓口・手続・認証の
プラットフォームとしての機能

巨大IT企業が持たない
「圧倒的規模の

リアルネットワーク」が
最強の武器に

* 私たちが定義するプラットフォーマーとは、「異なるニーズや才能が混ざり合い、新しい可能性が芽吹くオープンなエコシステム」のことです。
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創りたい未来

未来にありたい姿2050年環境変化

当社グループが目指す価値創造

価値創造1   リアルとデジタルのつなぎ役

価値創造2   あらゆる価値交換のハブ

価値創造3   空気のような生活インフラ

環境変化1   リアルの希少化と信用の揺らぎ
デジタル空間への不安が高まる中、安心・安全を担保
する確かな存在として、リアルな接点の価値が改めて
重要視される。

環境変化2   経済圏のボーダレス化
国境を越えて、多様なデジタル価値や環境価値が
自由につながり、交換される時代になる。

環境変化3   セーフティネットの弱体化
単身世帯の増加と人口減少が進み、地方では行政・
医療など生活インフラの維持が難しくなる。

デジタル空間への不安が高まる中、セブン銀行のリア
ルネットワークが、デジタル経済と人々を安心・安全
につなぐ信頼の窓口となる。

国境を越えて流通するデジタル通貨や環境価値を、
人々の生活で使える価値へとつなぐ「価値交換の
ハブ」として機能する。

支援の窓口が集約化・デジタル化する中、人々が意識
しなくても安心して暮らせるよう、空気のように生活
を支えるインフラとなる。

あらゆるサービスや
多様な価値と交換できる

手段の提供

社会課題の解決を推進し、
次世代につなぐ、
より良い未来を実現

暮らしに寄り添い、
安心・安全なサービスを
シームレスに提供

誰もが必要な
サービスを受けられる
見守りインフラの提供

多様な選択肢のある社会 持続可能な社会と地球環境暮らしやすい日常誰一人取り残されない世界

行政機関
社会機能のOS

金融機関
地域金融の防波堤

医療・福祉
安心・健康の支援

地域社会
コミュニティ共創

生活者・外国人
金融包摂と信用創造

テクノロジー企業
未来インフラの共創

事業会社
価値交換の基盤

共生のプラットフォーマー
多様なステークホルダーが共創する社会基盤

お客さまや社会への提供価値

リアルとデジタルをシームレスにつなぐ唯一無二の存在
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TOP
MESSAGE
変化をチャンスと捉え、
革新を続けるセブン銀行の挑戦

代表取締役社長

松
ま つ は し

橋 正
ま さ あ き

明

25年の感謝とともに、30周年に向けてノウハウと経験を継承。

確かな布石を打ちながら、着実に次の成長ステージへと進み、

新たな価値創造に挑戦していきます。
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けの音声ガイダンス、電子マネーへの現金チャージな

ど、従来のATMの発想にはない付加価値の高いサービ

ス開発に挑みました。このときに生みだされた当社な

らではの差別化の素地が、現在の「＋Connect」（プラ

スコネクト）サービスとして結実しています。

こうした挑戦を重ね、キャッシュレス化が進む中で

も、着実にATM総利用件数を伸ばしてきました。しか

し、ATM事業に偏った収益構造では今後の成長は限定

的と捉え、2021年度より進めてきた前中期経営計画で

は、二つの成長戦略の柱を掲げました。一つはATM 
事業を現金プラットフォームからサービスプラット

フォームへ進化させること、もう一つはATMに次ぐ成

長領域を拡大し、事業ポートフォリオの多角化を図る

ことです。

前中期経営計画は2025年度をもって最終年度を迎

えました。連結経常収益2,500億円、連結経常利益450
億円、ROE8%以上という財務目標は残念ながら未達

となりましたが、連結経常収益は2,200億円と過去最

高を更新し、複数の事業で相応の収益規模を確保する

など、多角化を着実に進めることができました。

基幹事業である国内ATM事業は、台数・利用件数と

もに想定以上に堅調です。多様な決済サービスへの現

金チャージに加え、マイナンバーカードの手続きや「ス

マホATM」などの提供サービス拡充により、2025年度

のATM総利用件数は11億2,200万件と過去最多となり

ました。2023年9月に開始した「＋Connect」サービス

は、2026年3月時点で51社に採用いただいています。

「＋Connect」の「ATM窓口」サービスは、提携先の合

理化・デジタル化への貢献をご評価いただき、第5回日

本サービス大賞・総務大臣賞を受賞できました。こう

した当社ならではのユニークかつ磨き込んだサービス

を通じて、導入いただいた提携先さまのDX戦略を支援

し、その先の個人のお客さまの利便性向上にもつなげ

ています。

2026年4月、当社は2001年の設立から25周年の節

目を迎えました。「コンビニにATMがあったらいいの

に」─ このシンプルなお客さまの想いから始まった当

社は、前身のアイワイバンク銀行時代から四半世紀に

わたり、お客さま、株主さま、提携先さま、ATMを設置

いただいている店舗さまなどさまざまなステークホル

ダーの皆さまのご支援により、コンビニATMを社会イ

ンフラとして定着させることができました。改めて深

く感謝申し上げます。

振り返ると、もっとも印象的なのは「創業3年以内の

黒字化」という目標を果たすべく、必死に挑戦し続けた

日々です。達成できなければ存続が危ぶまれる中、支

えとなったのは、創業時に多大なご指導をいただいた

故鈴木敏文氏（セブン＆アイ・ホールディングス名誉

顧問）の「銀行の概念ではなく、小売の概念で考える」

「常識を捨てる」「お客さまの立場に立つ」という教えで

す。その言葉を胸に、提携先の開拓やシステム開発、オ

ペレーションの再構築を全力で進めた結果、たくさん

のお客さまに支えられ無事に黒字化を達成することが

できました。この教えが今日まで続く当社の原点であ

り、変わらぬDNAとなっています。

2007年には47都道府県へのATM設置完了と同時

に、海外発行カードへの対応、視覚障がい者の方々向

「コンビニにATMがあったら」から 
はじまった25年。 
原点にあるのは「小売のDNA」

中期経営計画の振り返り 
多角化の土台を築き、 
事業の磨き上げを収益化へつなげる

 P37  財務戦略担当役員メッセージ  P43  ATMプラットフォーム戦略
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変化を成長の機会に変える ─ 2025年度に踏み出し

たその象徴的な一歩が、新たなパートナーシップです。

2025年6月、当社は株式会社セブン&アイ・ホールディ

ングスの連結子会社から、持分法適用関連会社となり

ました。

そして2025年9月、伊藤忠商事株式会社との資本業

務提携契約の締結、ならびに株式会社ファミリーマート

とのATM設置についての基本合意契約の締結を発表

し、2026年3月にファミリーマートとのATM設置契約

を正式に締結しました。6月からは全国のファミリー

マート店舗へのATM設置を順次進めており、4年で約

16,000台を導入予定です。完了時にはセブン-イレブン

店舗をはじめ、すでに展開している28,000台以上と

合わせ、当社の国内ATMプラットフォームは44,000台

規模に拡大します。極めて大きな規模となりますが、

これは単なる台数の拡大ではなく、お客さまにとって

身近で便利な存在であり続けることと、事業会社と

して利益を生みだしていくこと、その両立を追求する

取組みです。

この提携は、私が長年大切にしてきた、お客さま、提

携先さま、ATMを設置いただいている店舗さま、そし

て当社自身が、それぞれメリットを享受しながら、とも

に成長していくという発想の実現を一段階引き上げる

機会となりました。お客さまは、当社ATMの便利な機

能をより身近で広くご利用いただけるようになります。

提携先さまは、自社保有から「サービス接続型」への 
切り替えにより、全国規模のリアルな顧客接点を活か

して銀行・行政機関・学校などで幅広いサービスをご

提供いただけます。ATM設置店舗の皆さまには、規模

のメリットを活かしたサービス拡張により、来店機会

の創出など、店舗価値の向上につなげていただけます。

ATMネットワークの拡大は、これまで設置にご協力い

ただいてきた店舗の皆さまに支えられて実現できたも

のです。ネットワークが広がっても、皆さまとともに

歩んでいく姿勢に変わりはありません。そして当社は、

規模を活かした運営の最適化により、収益の拡大と利

益率の改善を両立してまいります。

2026年5月の決算発表に合わせて、新たな3か年見

通し（2026～2028年度）を公表しました。2028年度

に経常収益2,800億円、経常利益400億円、ROE8%以

多角化を狙ったリテール事業・海外事業は、当初の計

画よりも収益拡大に時間を要しています。リテール事業

では、ローン残高をほぼ計画線まで積み増した一方で、

口座獲得は「金利ある世界」での競争激化もあり、期待

した成果には届きませんでした。クレジットカード事業

も、多様な決済手段と競合する中で思うような結果には

至りませんでした。熾烈な競争環境ではありますが、当

社グループならではの強みに磨きをかけ、得意とする顧

客層に的を絞って口座・ローン獲得に取組んでまいりま

す。そして、2026年夏に予定しているクレジットカード

のリニューアルを転機に、黒字化を最優先で進めてまい

ります。

海外事業は、米国・インドネシア・フィリピンでの競

合の出現などにより計画に遅れが生じましたが、苦戦し

ていた米国の収益も改善し、計画期間中には新たに進出

したマレーシアを加え、4社すべてで黒字を確保してい

ます。市場認知の高まりとともに、ATMサービス基盤を

活かした「小売×金融」サービスの具現化も見えてきま

した。

TOP MESSAGE

コンビニ業界標準のATMネットワーク、 
日本国内44,000台規模に

増収・増益基調への回復を最優先に、
財務目標の早期達成に向けた取組みを進めます。

 P52  海外事業

 P47  リテール戦略

新たに3か年見通しを発表
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海外事業は、4カ国それぞれのニーズに応えながら、

ユニークな存在へと進化する重要なフェーズに入りま

した。アンバンクト層（銀行口座を持たない人々）向け

ウォレットとの連携、本人認証基盤を活かした口座開

設サービス、小売との連携によるデータ活用など、すで

に各国で取組みが進んでいます。単なるATMの設置に

とどまらない、各国の社会変化に対応した独自のサー

ビスをともに作り上げていきます。

当社グループ全体で、独自の強みを活かした新たな

サービスや新市場での顧客獲得と収益向上を実現し、

着実に増益体質への転換を図っていきます。

足元で大きな布石を打つ一方、私たちの視線はさら

に先の未来にも向いています。2025年秋から社内で

は、2050年を見据えた長期ビジョンの策定に取組んで

います。

企業を取り巻く環境は激変しています。生成AIの急

速な進化と普及、キャッシュレス決済比率の上昇とス

テーブルコインのような新たなソリューションの登場、

そして「金利ある世界」の到来。これらは一見、当社に

上を目標としています。

増収・増益基調への回復を最優先課題として、トッ

プラインと利益率・効率性の向上に注力し、財務目標

の早期達成に向けてさまざまな取組みを進めていき

ます。

収益の柱となるATMプラットフォーム事業は、 
「＋Connect」サービスの認知を広げ、金融機関だけで

なく行政機関、事業法人にも顧客基盤を構築し、幅広い

利用見込層へのアプローチにつなげていきます。

リテール事業では、強みを活かして利便性の高い

サービスを提供し、稼働口座の獲得とローン残高の伸

長、クレジットカード会員数の純増を目指します。

さらに、国内グループ会社のバンク・ビジネスファ

クトリーとACSiONが提供する専門性の高い法人向け

サービスも、社会の安心・安全を支える基盤となります。

複数の重点施策の中で、私が特に未来への布石とし

て大きな意義を感じているのが、「ファミリーマートへ

のATM展開」と「海外事業の進化」です。

ファミリーマートへの展開は、面の拡大にとどまら

ず、当社のオペレーションインフラを刷新する機会で

もあります。自社最適化から業界最適化へと舵を切る

べき局面と捉え、事業パートナーとともに、現金デリバ

リーインフラの再構築を含む新しい仕組みを検討して

まいります。あわせて、さまざまな金融サービス分野

での協業も検討しています。

2050年を見据えた自己変革で、 
新しいサービスの構築を

 P51  国内法人戦略
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TOP MESSAGE

持つ顧客基盤を活かし、グループ一体で新しい金融体

験を創っていきます。

かつて、企業が繁栄を保てる期間は30年ほどといわ

れていました。変化が加速する今後は、その期間がさら

に短くなるでしょう。だからこそ当社は、「かつては銀

行だった」といわれるような抜本的な自己変革を、これ

からの最重要テーマと位置づけています。ATMという

リアルな接点を起点に、多様なステークホルダーが共

創する未来を描き、実現してまいります。

こうした成長戦略を支えるのは、ほかでもない社員

一人ひとりの力です。日々の経営判断で大切にしてい

るのは、当社のパーパスである“お客さまの「あったら

いいな」を超えて、日常の未来を生みだし続ける。”に込

めた、既存の概念にないものを作り上げ続ける姿勢で

す。新しいものを生みだすには難題も伴いますが、それ

とって脅威になり得る変化です。

しかし、「変化は常に進化のチャンス」と捉え、対応す

ることで自分たちのサービス力をより高めていきたい

と考えています。たとえば政策金利の上昇は、現金調達

コストの増加という側面がある一方、金利反応型のサー

ビスやストック型ビジネスへの発想転換のチャンスで

もあります。日々進化するテクノロジーへの対応は、

サービス開発力の強化にもつながります。対外的な進

化はもちろん、社内の業務改革にも積極的に取組んで

まいります。

当社の強みは、ATMというリアルな接点を通じて、安

心・安全な金融サービスをお届けできることです。私

はこの強みを活かした構想を練っています。具体的に

は、顔認証入出金サービス「FACE CASH」を、ATM取引

だけでなく、家や車の購入のような重要な意思決定の

場面で活用するというものです。昨今、生成AIの進化に

伴うディープフェイクやサイバー犯罪の巧妙化により、

金融業に求められる安全性への期待は格段に高まって

います。当社ならではの高いセキュリティに守られた

リアルな接点を活かし、より安心・安全な多要素認証に

対応する新しい本人確認の仕組みづくりに挑戦したい

と考えています。

当社が目指す金融サービスは、銀行取引やカード決

済を使っていることを意識しなくても、必要な金融機

能が自然に利用できる世界です。その実現に向けて、当

社は新しくBaaS事業に参入し、ATMネットワークや口

座・ローンビジネスに加え、セブン・カードサービスの

パーパスを起点に、 
社員とともに育つカルチャー
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きたテーマです。一時的な社会貢献活動にとどまらず、

事業やサービスとしてできる限り収益化を図ることで

持続可能な形で社会課題の解決に貢献する。これが当

社のCSVのあり方です。

現在、特に力を入れているのが外国人居住者向けの

口座サービスです。ATMで原則24時間365日、入国後

すぐに口座開設でき、デビットサービスを提供できる

仕組みとなっています。また2026年7月に、おこづかい

を通じてお金の意味や使い方を理解できる、親子向け

の教育サービスもリリースしました。小さなステップ

を積み重ねながら、今後も社会価値の創出を続けてま

いります。

私が常々口にしている言葉に、「小さくとも、人類の

進化に貢献する」というものがあります。新しいことは、

一足飛びにうまくいくとは限りません。だからこそ、小

さな一歩を着実に積み重ねながら、社会に新しい価値

を届けていきます。お客さまには、「これが欲しかった」

と感じていただけるサービスを生みだし、生活に必要

なモノ・コトがコンビニに来ればワンストップで完結

する世界をお届けします。店舗や事業パートナーさま

とは、自社最適化から業界最適化へと発想を広げ、業界

全体の合理化と新たな価値創造をともに進めてまいり

ます。地域社会の皆さまには、暮らしに密着したサービ

スを、コンビニという身近な拠点から広げてまいりま

す。そして株主・投資家の皆さまには、まずはトップラ

インと利益率の向上にこだわり、3か年見通しで掲げた

2028年度の財務目標 ─ 経常収益2,800億円、経常利益

400億円、ROE8%以上 ─ の達成を目指します。少しで

も早く、財務面も含めてご期待にお応えできるよう努

めてまいります。

当社はこれからも変化を恐れず、革新を続けてまい

ります。25年の感謝を胸に30周年、そしてその先へ。

確かな布石を打ちながら、日常の未来を生みだす存在

であり続けます。皆さまの一層のご支援を、心よりお願

い申し上げます。

を一人ひとりが乗り越えていく過程こそが、事業の競

争力と社員自身の成長を同時に生むループになります。

社内では独自の生成AI環境を構築し、社員の9割が日

常的に利用することを目標に掲げています。もっとも

デジタル化が難しいとされる事務部門でも、着実に利

用が進んでいます。今後はデータやAIをさらに使いこ

なして、業務そのものを再構築してまいります。

組織面では、エンゲージメント施策の重心が「働きや

すさ」から「働きがい」へと移行しています。2025年度

は、若手社員の実体験から評価いただいた「CSA賞」※1

を受賞することができました。また、「DX銘柄2026」※2

の選定でも、幅広い部署の取組みが大きな成果につな

がりました。こうした社員の成長そのものが、企業価値

を支える源泉となっています。

社員の成長は、社会への貢献にも直結します。本業を

通じた共有価値の創出（CSV）は、当社が長く取組んで

続けられるからこそ、社会を変えられる。 
本業を通じたCSV

ステークホルダーの皆さまへ

「かつては銀行だった」といわれるほどの自己変革。
それが最重要テーマです。

 P59  人財戦略・企業変革

※1 ニュースリリース 
『第6回 CSA賞～20代に薦めたい「次世代型人材」創出企業～』を受賞

※2 ニュースリリース 
セブン銀行、「DX銘柄2026」に初選定
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セブン銀行グループの全体像と事業概況

全国28,000台以上の身近な場所で、いつでもどこでも誰でも
安心して使える、利便性の高いATMサービスを提供

海外4カ国で、現地のコンビニエンスストアへ20,000台以上を
設置し、現金ニーズに応えるATM運営事業を展開

事業会社

事業会社 事業会社

事業会社

取扱いサービス

取扱いサービス

取扱いサービス

取扱いサービス

●  株式会社セブン銀行
●  株式会社セブン・カードサービス

●  株式会社セブン銀行
●  株式会社セブン・ペイメントサービス

●  FCTI, Inc.（米国）
●  PT. ABADI TAMBAH MULIA INTERNASIONAL（インドネシア）
●  Pito AxM Platform, Inc.（フィリピン）
●  Reachful Malaysia Sdn. Bhd.（マレーシア）

●  株式会社バンク・ビジネスファクトリー
●  株式会社ACSiON
●  株式会社セブン銀行

銀行口座サービス 
● 預金　● デビットカード　● 後払いサービス 
● 金融商品仲介　● ローンサービス
クレジットカード・電子マネーサービス 
● セブンカード・プラス　● 電子マネー nanaco

●  現金入出金取引
●  スマホATMサービス、現金チャージ取引
●  ＋Connect（プラスコネクト）サービス 
（ATM窓口、ATMお知らせ、 ATM受取等）

●  現金（入）出金取引
●  eWalletからのカードレス出金取引

●  事務受託（BPO）　●  AMLコンサルティング
●  フィッシング対策サービス　●  公的個人認証サービス
●  不正検知サービス　●  リアルタイム振込サービス
●  売上金入金サービス

主力事業である国内ATM事業を中心に、金融サービス事業（リテール・法人）、海外事業で多角化を推進

セブン銀行グループ
金融サービス事業（リテール）

国内ATM事業

金融サービス事業（法人）

海外事業

小売業発祥の銀行として、お客さまの立場に立った
ユニークな個人向け金融サービスを提供

銀行の事務受託や金融犯罪対策、
サイバーセキュリティの強化、多様な決済ニーズに対応
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セブン銀行

全国
28,000台以上
のATM

プラットフォーム

お客さま
現金の入出金、現金チャージ

手続き・申請等
（原則手数料無料）

ATM受入手数料※
（当社収益）

データ連携等

サービス利用料
（当社収益）

ATM利用手数料
提携先が決定（チャージは基本無料）

お知らせ、手続き依頼 等

ビジネスモデル（ATM取引、＋Connectの一例）

送金・決済サービス

主要KPI

銀行 キャッシュレス
事業会社

ATM取引 提携先

金融機関 事業会社・
自治体 等

＋Connect 提携先

※  ノンバンク、コード決済事業会社等は、証券会社、生命保険会社、クレジット会社、信販会社、消費者金融会社、コード決済事業会社等の合計

27,422

22,776

4,646

27,990

22,970

5,020

28,536

23,179

5,357

2023 2024 2025（年度末）

1,039

722

316

1,089

739

349

1,122

752

369

105.0105.0 108.0108.0 109.2109.2

2023（年度） 2024 2025

ATM設置台数
■ セブン-イレブン内台数（単位：台）
■ セブン-イレブン外台数（単位：台）

年間総利用件数
■ 預貯金金融機関（単位：百万件）
■  ノンバンク、コード決済事業会社等※（単位：百万件）

 1日1台当たり期間平均利用件数（単位：件）

※2025年度のATM受入手数料平均単価105.7円

新たな一つの事業ブランドとして推進
営業・開発ともに、

合理化／高度化／相互シナジー創出

ATM窓口

証明書受取

ATM受取

ATMお知らせ

マイナポータル
情報取得

ATM集金

ATM顔認証

マイナポータル
保険証申込

ATM口振登録

 「+Connect」サービス一覧

連結経常収益
2025年度

2,200億円
国内ATM事業

1,172億円
構成比 53%

+Connect

国内ATM事業 好調な事業成績により、グループ全体の収益拡大をけん引する主力事業

2025年度実績

経常収益

905百万円

株式会社セブン・ペイメントサービス

自治体や企業から「個人」への送金を、セブン銀行ATM
などで受取り可能なATM受取サービスをはじめ、多様な
送金・決済ニーズに対応するサービスを提供しています。 Web https://www.7ps.jp/
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ビジネスモデル

サイバーセキュリティ事業・データインテリジェンス事業

事務受託事業（BPO）・AMLコンサルティング事業お客さま

クレジットカード 電子マネー

セブンカード・プラス／
セブンカード nanaco

その他融資決済預金
金融商品仲介
海外送金

カードローンデビット
後払い

普通預金
定期預金

主要KPI

リテール金融サービス（口座、クレジットカード・電子マネー）

法人向けサービス

株式会社バンク・ビジネスファクトリー（BBF）

株式会社ACSiON（アクシオン）

BBFは、金融事務のプロフェッショナルとして、銀

行品質の事務受託や、実効性の高いマネー・ロー

ンダリングおよびテロ資金供与対策プラットフ

ォームを提供しています。

ACSiONは、金融犯罪対策のノウハウとソリューシ

ョン構築力を活かし、デジタル社会における新た

なリスクに対応するフィッシング対策や不正検知

サービスを提供しています。

個人預金
 ■  期末残高（単位：億円）

 期末口座数（単位：千口座）

クレジットカード
 ■  ショッピング取扱高（単位：億円）

 クレジットカード会員数（単位：万人）

個人ローン
 ■  期末残高（単位：億円）

 期末口座数（単位：千口座）

金融商品残高
（ショッピング分割払い、ショッピングリボ払い、キャッシングサービス）

後払いサービス
 ■  取扱高（単位：億円）

 取扱件数（単位：万件）

電子マネー
 ■  電子マネー取扱高（単位：億円）

 電子マネー会員数（単位：万人）

3,3593,3593,0373,037
3,5003,500

5,983 6,078 6,524

（年度） 2023 2024 2025

317317354354 308308
8,265 7,924 7,637

（年度） 2023 2024 2025

249249
184184

315315

443
605

792

（年度） 2023 2024 2025

451458 454

（年度） 2023 2024 2025

606
764

1,035507.2507.2442.3442.3

627.2627.2

（年度） 2023 2024 2025

14,574

8,3318,3318,2168,216 8,4708,470
18,465 16,217

（年度） 2023 2024 2025

（単位：億円）

金融サービス事業 預金・ローンとも伸長。法人ビジネスは小規模ながら着実に推進

口座・法人等

274億円
構成比 13%

カード・電子マネー

306億円
構成比 14%

連結経常収益

2,200億円

2025年度

Web

Web

https://www.bankbusinessfactory.co.jp/

Web https://www.7card.co.jp/company/

https://www.acsion.co.jp/

2025年度実績

2025年度実績

2025年度実績

経常収益

3,773百万円

経常収益

30,670百万円

経常収益

1,228百万円
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FCTI, Inc. Pito AxM Platform, Inc.

PT. ABADI TAMBAH 
MULIA INTERNASIONAL

Reachful Malaysia 
Sdn. Bhd.

インドネシア マレーシア

532.8

228.8

156.8

147.0

433.3

149.4

128.5

155.4

529.7

218.4
6.1

147.7

157.4

21,15921,159
19,57819,578

22,76322,763

2023（年度） 2024 2025

 総利用件数（単位：百万件）
 ■  FCTI（米国）　
 ■  ATMi（インドネシア）　
 ■  PAPI（フィリピン） 
 ■  RFMY（マレーシア） 

 海外ATM設置台数（単位：台）

米国 フィリピン

 ■  期末設置ATM台数（台）
 平均利用件数（件/日/台）

 ■  期末設置ATM台数（台）
 平均利用件数（件/日/台）

 ■  期末設置ATM台数（台）
 平均利用件数（件/日/台）

米国セブン-イレブン店舗等にATMを設置してお
り、2025年12月末時点のATM設置台数は9,583台
となりました。

インドネシア現地のコンビニチェーン店舗等に
ATMを設置しており、2025年12月末時点のATM設
置台数は9,083台となりました。

フィリピンのセブン-イレブン店舗等にATMを設置
しており、2025年12月末時点のATM設置台数は
4,009台となりました。

8,602 8,332
9,583

47.247.249.349.3 48.948.9

2023（年度） 2024 2025

2023（年度） 2024 2025

52.552.5
49.349.3

45.045.0

9,083
7,959

9,312

2023（年度） 2024 2025

3,515
3,017

4,009

167.0167.0

197.2197.2

171.4171.4

2024年5月に設立し、2025年1月よりマレーシアの 
セブン-イレブン店舗等へのATM設置を開始しました。

2025年度 2026年度計画

期末設置ATM台数 98台 500台
平均利用件数（日/台） 217.3件 192.7件

海外事業 ATM事業の利益拡大を目指し、ATM台数を拡大。4カ国とも黒字を達成

海外

435億円
構成比 20%

連結経常収益
2025年度

2,200億円

Web Web

Web Web

https://fcti.com/ https://www.pito-axm.com.ph/

https://atm-intl.com/ https://reachful-my.com/

2025年度実績

2025年度実績 2025年度実績

経常収益 7,530百万円

経常収益 27,282百万円 経常収益 8,552百万円
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